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目的 健康な職場を構築するためには，安全で安心でき，かつ仕事の能率が上がる環境を構築する必要があ

る．本研究は，日本全国を対象にした労働者に対する調査を行い，職場健康度のアウトカムとして疾病休業と仕

事の成果といった仕事の生産性について，基本・仕事属性，および職場ストレス要因の程度による分布を示すこ

とを目的とした． 
方法 全国の 20 歳から 65 歳の週 40 時間以上働いている昼間勤務の有職者 2000 名を対象に郵送による横断

調査を行った．生産性として過去 1 年の疾病休業の経験（1 週間以上），過去 1 年の仕事の成果の自己評価をたず

ねた．職場ストレス要因は職業性ストレス簡易調査票の項目を用いた． 
結果 返送があった 1340 名の内，1172 名が解析対象となった．疾病休業は男性のみ同僚サポートの低い群

で割合が高く，コントロールが高い群で低い割合で見られた．仕事の成果について，男性はコントロールおよび

上司・同僚サポート，女性はコントロール，ストレインおよび上司・同僚サポートにおいて有意差がみられ，職

場ストレス要因のよい得点の者は他の者と比べて仕事の成果得点は高かった．一方，疾病休業および仕事の成果

は，基本・仕事属性との有意な関連は見られなかった． 
結論 仕事の生産性の側面からみた職場健康度アウトカムは，コントロールやサポートといった職場ストレ

ス要因と特に関連していた．従来のメンタルヘルス対策での職場環境改善の枠組みが仕事の生産性向上について

も有用な可能性がある． 
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1 はじめに 

健康な職場を構築するためには，労働者が安全で安心

でき，かつ仕事の能率が上がる環境を構築する必要があ

る．仕事における生産性低下の指標として，疾病休業（ア

ブセンティーズム）や仕事の成果の自己評価（プレゼン

ティーズム）が用いられる．このことから職場の健康度

を測る際に，個々の労働者におけるアウトカムとして疾

病休業の経験が少なく，仕事の成果の自己評価が高いこ

とが 1 つの目安になると考えられる．また，メンタルヘ

ルス対策としての職場環境改善を行う際に用いられる，

職場ストレス要因の指標の程度により，こうした職場健

康度アウトカムがどのように分布するのかを知ることは，

対策への取り組みを促すために必要な情報である． 
そこで本研究は，日本全国を対象にした労働者に対す

る調査を行い，職場ストレス要因と疾病休業および仕事

の成果の自己評価との関連を明らかにすることを目的と

した． 
 

2 方法 
1) 調査デザイン 
自記式質問票による郵送横断調査を行った． 
2) 調査時期 
2011 年 1 月から 2 月にかけて調査を実施した． 

3) 対象者 
 インターネット調査会社の（株）スパイアのモニタ―

を対象に，全国の 20 歳から 65 歳の週 40 時間以上働い

ている昼間勤務の有職者 2000 名を抽出した．抽出割合

の内訳は 20-29 歳 22％（440 名），30-39 歳 22％（440
名），40-49 歳 22％（440 名），50-59 歳 22％（440 名），

60-65 歳 12％（240 名）を男女均等になるように決定し

た．抽出された 2000 名に対し質問票を郵送した． 
4) 調査指標 
(1) 疾病休業 過去 1 年で病気や体調不良のために

仕事を休んだ日数 「この１年間に,あなたは病気や体調

不良のために仕事を休みましたか？」という質問に対し，

1．休んだ日はなかった，2．休んだ日が 1～5 日あった，

3．休んだ日が 1 週間～1 ヶ月あった，4．休んだ日が 1
ヶ月を超えた，の選択肢で回答を求めた．この内，わが

国における先行研究との比較のため 1, 3)，3 と 4 を 1：1
週間以上の疾病休業ありと定義し，他を 0：なしとした． 

(2)仕事の成果 過去 1年間の仕事の成果 「この１年

間のあなたの仕事の成果についての自己評価は次のうち

どれがもっともあてはまりますか？」という質問に対し，

1．特に優秀，2．良好，3．普通，4．やや悪い，5．悪い

の 5段階で回答を求めた．5点が最も仕事の成果が高い

意味になるように得点化を行った． 
(3) 基本属性 性，年齢をたずねた．年齢は 10 歳刻

みの層に区分した． 
(4) 仕事属性 職種，雇用形態をたずねた．職種の内

訳は表 1 に示した．雇用形態は正社員，パートタイマー，

アルバイト，派遣社員，契約社員，嘱託社員，自営業主，

自家営業の手伝い，その他であった．自営業主，自家営
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業の手伝いに該当した者を除いて，正社員以外またはそ

の他の自由記述から判断された者を 1：非正規雇用，他

を 0：正規雇用と定義した． 
(5) 職場ストレス要因 職業性ストレス簡易調査票

の仕事の量，コントロール，上司サポート，同僚サポー

トの項目を用いて測定した．合計得点をそれぞれ区分内

の人数が等しくなるように 3 区分（高・中・低）して用

いた．点数が高いほどそれぞれの状態が強いことを表す

ように統一した．また，仕事の要求度―コントロールモ

デルに基づき，仕事の量の高群かつコントロール低群の

者を仕事のストレイン群（1：該当，0：非該当）とした． 
5) 解析方法 
まず疾病休業の度数分布と経験割合，仕事の成果の平

均値と標準偏差を算出した．次に基本属性，仕事要因と

疾病休業および仕事の成果の関連を検討した．最後に性

別に分けて職場ストレス要因と疾病休業および仕事の成

果の関連を検討した．統計的検定はχ2検定，分散分析

を用いた．業種については水準数が多いため検定は行わ

なかった．両側で p<.05 を有意とし，解析は Stata 12.1
で行った． 

6) 倫理的配慮 
データの管理は（株）スパイアによって行われ，著者

らが解析したのは匿名化されたデータのみであった．調

査結果が研究の目的のみに使われ，個人が特定されるよ

うな解析は行われないことを明記した．本研究は，（独）

労働安全衛生総合研究所の研究倫理審査委員会の承認を

得ている． 
 

3 結果 
1) 調査参加者の基本特性 
配布した調査票の内 1340 名から返送があった（回収

率 67%）．雇用形態が自営業主，または自家営業の手伝

いの者，労働者に該当しない種類の者を除くと 1206 名

であり，解析で用いた全ての説明変数の欠損を削除する

と，1172 名になった．解析対象者の属性および仕事要因

の分布は表 1 に示した．疾病休業の回答選択肢の内訳は

図 1 の通りであった．したがって，1 週間以上の疾病休

業ありは 98 名で 8.4%となった．仕事の成果の平均値は

3.3（標準偏差[SD]=0.8）であった．度数分布を図 2 に

示した． 
2) 基本属性と疾病休業および仕事の成果の関連 
性，年齢層と疾病休業および仕事の成果はいずれも有

意な関連は見られなかった． 
3) 仕事属性と疾病休業および仕事の成果の関連 
業種による疾病休業の割合及び仕事の成果得点平均値

は図 3，4 に示した．業種によるばらつきが見られ，疾

病休業は 0～15.4%の経験割合であり，仕事の成果得点

平均値は 3.0～3.5 であった．どちらも雇用形態とは有意

な関連は見られなかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1．属性および仕事要因の分布 

 人数 % 

性    

男性 577 49.2 

女性 595 50.8 

年齢層   

20-29 281 24.0 

30-39 273 23.3 

40-49 256 21.8 

50-59 244 20.8 

60-65 118 10.1 

業種   

建設業 72 6.1 

製造業 221 18.9 

電気・ガス・熱供給・水道業 19 1.6 

情報通信業 60 5.1 

運輸業，郵便業 59 5.0 

卸売業・小売業 110 9.4 

金融業，保険業 52 4.4 

不動産業，物品賃貸業 20 1.7 

学術研究，専門・技術サービス業 46 3.9 

宿泊業，飲食店 17 1.5 

生活関連サービス業，娯楽業 38 3.2 

教育，学習支援業 59 5.0 

医療，福祉 151 12.9 

複合サービス事業 15 1.3 

その他のサービス業 67 5.7 

その他の公務 52 4.4 

その他，不明 114 9.7 

雇用状態   

正規 920 78.5

非正規 252 21.5

(非正規内訳)   

パートタイマー (49) (4.2)

アルバイト (22) (1.9)

派遣社員 (54) (4.6)

契約社員 (95) (8.1)

嘱託社員 (25) (2.1)

その他 (7) (0.6)

n=1172 図 1 病気や体調不良のために仕事を休んだ日数の回答内訳 
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4) 職場ストレス要因と疾病休業および仕事の成果の

関連 
職場ストレス要因と疾病休業の関連の結果は男女別に

図 5，6 に示した．男性のみ，コントロール，同僚サポ

ートと有意な関連がみられた．上司サポートの低い群で

疾病休業の割合が高く，コントロールについては高群で

疾病休業者の割合は最も少なかったが，中程度の得点の

中で疾病休業の者が約 12%と最も多く見られた．コント

ロールの低い者での疾病休業者の割合（8.8%）は，コン

トロール高群（5.2%）と中群の中間であった．女性では

有意な関連は見られなかった．職場ストレス要因による

仕事の成果の関連は男女別に図 7，8 に示した．仕事の

成果について男性は，仕事の量とストレインを除くすべ

て，女性は仕事の量を除くすべての職場ストレス要因に

おいて有意差がみられ，職場ストレス要因のよい得点の

者は他の者と比べて仕事の成果得点は高かった． 
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図 3 業種別計 1 週間以上疾病休業経験者の割合（%） 
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図 4．業種別仕事の成果得点の平均値と標準偏差 
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図 2．過去 1 年における仕事の成果得点の度数分
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図 5 職場ストレス要因得点の程度による計 1 週間以上疾病休業経験者の割合（%）（男性） 
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図 7 職場ストレス要因得点の程度による仕事の成果得点平均値と標準偏差（男性） 
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図 8 職場ストレス要因得点の程度による仕事の成果得点平均値と標準偏差（女性） 
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4 考察 
職場ストレス要因が良好であると，疾病休業も少ない

といった関連は男性においてのみ見られ，コントロール

と同僚サポートが良好であると疾病休業者の割合が少な

かった．しかし，コントロールについては，中程度が最

も疾病休業者の割合が多く，コントロールが高い水準で

ないと疾病休業が少なくならない可能性が考えられる．

こうした傾向は統計的に有意ではないが女性の方でも確

認された．仕事の量については男女ともに仕事の成果と

の関連は見られなかった．また，労働者の性別と年齢層，

雇用形態などの要因も仕事の成果との関連は見られなか

った． 
男性においてコントロールの良好さが疾病休業の少な

さと関連すること，男女ともに仕事の量との有意な関連

が見られないことは，先行研究と一致した結果であった

1)．しかし，コントロールが中程度の者において最も疾

病休業者の割合が大きかったことから，直線的な関係で

はなかったことは更なる検討が必要な点である．コント

ロールが低いと，休養が必要な状態であるにも関わらず

有給さえもとれない可能性があるのかもしれない 2)．一

方，ストレインで関連が見られないこと，男性において

のみ同僚サポートの良好さが疾病休業の少なさと関連し

ていたことは一致しない結果であった 1, 3)． 
本研究で得られた病気や体調不良による過去 1 年で合

計 7 日以上休んだ者の割合については先行研究と概ね一

致する数値であった．たとえば 9 つの金属関連の工場や

製造業等を対象にした，わが国の労働者約 24000 名にの

ぼる調査の結果（男性 8.6%～9.5%，女性 8.2%～12.9%）

とほぼ同様の割合を示した 1)．一方，1 週間以上連続で

休んだ者が 3.0%あったという研究 4)や，前年度に疾病休

業がなかった労働者の 6.2%が新規に 1 年で計 5 日以上

休むようになったという研究 3)と比べると，本研究の結

果は大きい数字である．これは，近年メンタルヘルス不

調による休業者が増加している実態から考えると，妥当

な数値であると考えられる 5)． 
業種別の疾病休業者の割合について，0%の業種が出て

くるが，これは細分化した場合に人数が減ってしまうこ

とや，病気の状態であっても業種によって休みにくい環

境や雇用形態であったりすることが関連している可能性

がある．この点について，より多い人数のデータで細か

い検討を行うことが必要だと考えられる． 
職場ストレス要因が良好であると，仕事の成果もよい

といった関連は性別に関わらず見られ，コントロールと

上司・同僚サポートが良好であると仕事の成果が高いと

いった関連が男女ともに同様に見られた．仕事の量につ

いては男女ともに仕事の成果との関連は見られなかった．

また，労働者の性別と年齢層，雇用形態などの要因も仕

事の成果との関連は見られなかった． 
コントロールとサポートの良好さが仕事の成果の評価

の高さと関連することは，先行研究と一致した結果であ

った 6-8)．しかし，先行研究ではすべて仕事の負担度の高

さと仕事の能率の低さの関連がみられていたため，この

点については一致していなかった． 
本研究で用いた仕事の成果得点の値について，直接比

較できる先行研究はないが，10 段階評価である WHO 
Health and Work Performance Questionnaire の項目

を用いた研究では 2)，過去 1 年間に精神障害を経験して

いない就業者の平均点は 7.0 点，精神障害経験者の平均

点は 6.5 点であり，本研究の結果をこれに沿って評価す

ると，3.3/5=0.66 となり近い値が得られる． 
以上の結果より，健康職場を構築するための生産性向

上の観点から疾病休業の減少については，男性において

コントロール，同僚サポートといった側面に特に着目す

ることが有用である可能性が示唆される．女性において

は，仕事の量，コントロール，上司・同僚サポートとい

った側面だけでは疾病休業の関連が明確に見られなかっ

たため，他の関連要因も含めたさらなる研究が必要であ

る．また，仕事の成果については，男女ともにコントロ

ール，上司・同僚サポートといった側面に特に着目する

ことが有用である可能性がある． 
本研究の限界について述べる．まず横断的な調査であ

るため，因果関係については結論できない．また，イン

ターネット調査モニターが対象のため，普段インターネ

ットを使用していない，またはパーソナルコンピュータ

ー（PC）を持っていない労働者が研究対象者から外れて

しまっている．今後は縦断的なデザインにより，PC を

所有していない労働者も対象に含められる工夫が必要だ

と考えられる． 
 

5 結論 
以上の限界を踏まえた上で，週 40 時間以上働いてい

る昼間勤務の全国の労働者の特に男性において，コント

ロールと同僚サポートといった職場ストレス要因が良好

であると疾病休業も少ないこと，また男女ともにコント

ロール，上司・同僚サポートといった職場ストレス要因

が良好であると仕事の成果も高くなるといった関連が見

出されたことから，今後は職場環境改善等のメンタルヘ

ルス対策でこうした側面に着目することで，疾病休業の

減少や仕事の成果の自己評価の向上につながることが期

待される． 
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